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論 文 内 容 の 要 旨

 〔研究目的〕

 歯科口腔外科外来を訪れる患者のうち，いわゆる高血

圧症に罹患しているものは意外に多いが，従来より唱え

られている抜歯禁忌症といった観念が依然として有力

で，心疾患二二とともに高血圧症患者は相対的禁忌症と

して注意をうながされている．しかし高血圧症患者の如

き系統的疾患を有する者を被験者としての研究はほとん

どなく，多くの臨床家にとって高血圧症患者の口腔処置

はRiskが予想されるという危惧のみで，いたずらに避

けられる傾向にある．

 そこで著者は口腔外科手術中富も頻繁に行なわれる抜

歯をとりあげ，高血圧症患者の口腔外科的処置時の指尖

部品波，血圧，脈拍数等に関し，全身的疾患を有してい

ない患者と比較して，変動差があるか否かを，術前，術

中，術後にわたって経時的に検討を行なった．

 〔実験方法〕

 手指尖脈波，心電図，精神電流現象（GSR）の誘導に

は三栄測器社製の多目的用途記録監視装置エ41－6を使

用し，最高血圧の測定には島津製作所製の自動最高血圧

連続測定装置SCS－301型を用い諸現象の同時記録を行

なった，

 また，脈拍数は心電図上から分析した．

 〔実験結果〕

 1） 手指尖部における脈波については，脈波持続時間

より波高に変化が強く現われた．波高は対照および高血

圧症とも減少例が多く，高血圧症は対照に比し，変化が

より強い傾向を示した．

 2）脈拍数は各処置時約半数が無変化で，変化するも

のでは増加例が多い．また高血圧症は対照に比し，変動

度は小さく，重症度が増すにしたがい小さくなる傾向を

認めた．更に高血圧症患老では，対照にない頻脈が術前

より出現する例があり，各処置時に高いGSRの出現を

認めていることから，口腔侵襲時に精神的条件の加担を

認める．

 3） 高血圧症患者は各処置時，ほとんどが血圧上昇を

呈し，不快症候発現も急激な血圧上昇とともに惹き起こ

されている．また口腔侵襲に基づく最高血圧の変動は一

過性であるが対照と比較してより強く上昇性に現われる

傾向をもつ．

 4）最高血圧の最大上昇値は対照では180㎜H9で，高

血圧症患者は240㎜㎏を呈した．高血圧症患者の血圧変

動のMerkmalは190㎜㎏とし，それ以上の上昇を認め

た場合，処置を中断し，血圧の安定を待ち，処置を再開

すべきであると思われる．

 5） 口腔処置による侵襲度は，局麻時，抜歯時，切開

時の順で強く，一刺激において対照では最初の侵襲がす

ぐ回復するが，高血圧症患者では更に加重される傾向に

あり，また術後も侵襲が残存し回復の遅延を認める．

 以上の結果より，高血圧症患者の抜歯に対し，大多数

の症例は重症度皿度まで手術可能と思われる．しかしそ

の処置にあたっては，できるだけ無痛的に，不快な衝撃

を与えず，不安や恐怖を取り除き，精神的な安静をはか

る事が必要であり，回数を重ねて観血処置を行なう場合，

難易度の低いものから行なった方が良いと思われる．ま

た術後においても血圧の異常な上昇や下降，不整脈，頻

脈の発症，局所の出血等に細心の注意を払うべきである．
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               論 文 審 査 の 要 旨

 本論文は高血圧患者における口腔外科的処置の抜歯を行なった際の患者の示す反応を検討し，種々

の新知見を得ており，またそれによって高血圧患者における口腔外科的処置の安全性を認識せしめた

ことは学術上価値あるものと認める．
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